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（２）調査概要 

地球温暖化防止効果の評価は、第１期においては国立研究開発法人 農業・食品

産業技術総合研究機構（以下「農研機構」という。)の「土壌の CO2 吸収「見える

化」サイト」や専門家の意見を踏まえて設定した計算式を用いて定量評価した。 

第２期では、評価手法をインベントリの算定手法とより整合させることにより、

本交付金の支援対象取組による政府報告値への貢献の定量化を図った。 

具体的には、令和４年度に「地球温暖化防止効果調査」を実施し、789件の取組農

業者の営農実態を取組別に調査し、以下（表３－２）の手法により地球温暖化防止効

果を算定した。 

なお、「秋耕」の評価手法については、農林水産省において新たな手法・知見が整

理される予定となっており、最終評価において評価手法を変更する場合がある。 

 

 

表３－２ 各取組の地球温暖化防止効果測定手法の方針 
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（３）調査結果 

本交付金における地球温暖化防止効果が期待される取組について、慣行栽培と比

較した温室効果ガス削減量（CO2換算）の算定結果は下表（表３－３）のとおり。 

調査時点の本交付金の取組による温室効果ガス削減量は、実施面積から「堆肥の

施用」が49,087tCO2/年と最も多く、次いで「カバークロップ」の36,095tCO2/年の順

となっており、全体としては、15万tCO2/年を超える温室効果ガスが削減されたとい

う結果となった。 

 

表３－３ 地球温暖化防止効果の評価 

 

 

 

  

 

 

 

 

温室効果ガス削減量の合計＝ 154,837 (tCO2/年) 

スギ林 176 ㎢が 1 年間に吸収する CO2 量に相当。 

0.01 ㎢のスギ人工林が１年間に吸収する CO2 量を約 8.8 トンとして換算。 

出展：林野庁「森林はどのぐらいの量の二酸化炭素を吸収しているの？」 
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２. 生物多様性保全効果（C2） 

 
（要旨） 

○ 本交付金の取組面積・取組地域の多い「有機農業」、「ＩＰＭ」、「冬期湛水」を対象に、

指標生物スコアに基づく総合評価を行った結果、水稲では、どの取組も慣行栽培に比べ、

生物多様性が向上していた。Ｓ（生物多様性が非常に高い）の割合は、「有機農業」、「Ｉ

PM」「冬季湛水」の順に高かった。 

○ 水稲では、環境保全型農業を面的にまとまりをもって取り組んでいるほ場で指標生物

スコアがおおむね１ポイント程度高く、当該地域周囲の慣行ほ場の生物多様性も向上し

ていた。 

 

（１）調査概要 

農研機構の「鳥類に優しい水田がわかる生物多様性の調査・評価マニュアル」（水稲

の調査で使用）及び「農業に有用な生物多様性の指標生物 調査・評価マニュアル」（大

豆・茶の調査で使用）を用いて、令和３年度に「生物多様性保全効果測定調査」により

36道府県で指標生物の現地調査を実施。 

各道府県において原則として取組実施ほ場４ほ場及び慣行栽培ほ場４ほ場を調査対

象ほ場とした。 

また、環境保全型農業の面的なまとまりによる生物多様性保全効果の向上の可能性

を検討するため、半径200m圏内の環境支払取組ほ場・有機農業取組ほ場・森林・草地・

水域の面積割合を併せて収集した。 

 

図３－１ 生物多様性保全効果の調査対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




